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日立先進プラント性能監視診断システム(HAPPS)の概要と、プラント適用により期待される効果、及びモデル

ケースによる評価機能の検証結果を示す。 
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1. 緒言 

国内原子力プラントの再稼働および再稼働後の高効率運転を支援するため、プラント運転中に計器/設備劣

化量を定量監視できる日立先進プラント性能監視診断システム（HAPPS：Hitachi Advanced Plant Performance 

diagnosis System）の開発に取り組んでいる。HAPPS は、プラントメーカー知見に基づくヒートバランス解析、

欧州原子力分野で実績のあるデータ統計分析法（DVR：Data Validation and Reconciliation）、更にプラント劣化

状態を模擬した想定劣化変数[1]により構成される。HAPPS を活用して計器、設備の劣化量を定量監視するこ

とで、様々な効果が期待される。 

2. HAPPS の概要、プラント適用効果、及びモデルケースによる検証 

HAPPS は、制約条件の下で測定値と計器の不確かさからプラント状態値の確からしい値を求める DVR に

おいて、制約条件にヒートバランスの熱・流量バランス式を適用したものである。更に HAPPS では、弁座シ

ート部からの蒸気リークや熱交換器の伝熱性能低下等の、直接測定出来ない設備性能の劣化を定量的に評価

するために、想定劣化変数という概念を導入している。これにより、プラント運転中の異常原因が計器ドリ

フトによるものなのか、設備劣化によるものなのかを包括的に判

断可能としている。HAPPS を実プラントに適用し、機器性能低下、

蒸気漏洩、計器ドリフト等を定量的に監視することで、Fig.1 に示

す様に設備利用率の増加や定検作業の減少、再稼働時の健全性確

認への寄与が見込める。尚、HAPPS で新たに導入した想定劣化変

数等の評価機能に対し、Fig.2 に示す様な弁リーク等を模擬したモ

デルケースにて検証を行い、評価可能なことを確認している。 

3. 結論 

HAPPS の原子力プラント適用に向け、システムの構成、適用効

果、モデルケースの計算結果を示した。HAPPS により再稼働および

再稼働後の高効率運転を支援できるよう開発を進める。 
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Fig.1 HAPPS 適用により期待される効果 
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